











































































































画は × ｍほどの規模で 個体ほどの土器2m 1.5 260
































れた井戸（SE1 ・方形土坑（SK1 、その他時） ）
期は確定していないが30数基のピットを検出
した。
SD1は検出した長さ約10ｍ、深さ約0.9ｍ、幅
約3.6ｍを測り、調査区を北西方向から南東方
向に横切る。埋土からは土師器・山茶碗・陶
器・磁器・かわらけなど古墳時代から中世ま
での遺物が大量に出土した。中世以前の遺物
が出土するのはSD7など古代の遺構を壊してい
るためと考えられる。
SK1は長軸1.3ｍ、短軸1.0ｍ、深さ0.25ｍを
測る長方形土坑である。プラン検出時、灰色
粘質土が周囲を巡っており、また断面観察か
らシルト質と砂質土が互層になるという様相
が判明した。出土した遺物はかわらけがほと
んどで、うち数枚は完形であった。墓もしく
は便所の可能性が考えられるが決定的な根拠
はない。
ピットについて、30数基のうち根石と考え
られる河原石を確認したものが５基、柱の残
欠と考えられるものが５基あった。建物の可
能性が考えられたがプランを確認することは
できなかった。
SE1は掘方長軸2.7ｍ、掘方短軸2.5ｍ、井戸
側直径0.7ｍ、深さ3.1ｍを測る。検出時にプ
ラン内と周囲で小ピットが12基見つかり上屋
があった可能性がある。
水溜部分は桶(樽？)が使用されており、直
